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現代ニュージーランド演劇をめぐって

—南太平洋移民文化と先住民文化のはざまで一一—

小杉世

1. 現代ニュージーランド演劇における言語とエスニシティー

ここでは、ニュージーランド人作家による戯曲だけでなく、ニュージーランド在住のサ

モア人作家によるニュージーランドを舞台にした南太平洋移民に関する戯曲で、ニュージ

ーランドで上演されているものを含め、広く「ニュージーランド演劇」とよぶことにする。

ニュージーランドは、鉦日おびただしい数の芝居があまたの劇場で同時に K演されるロン

ドンのような劇場文化を謳歌できる場ではないが、地味ながらも若手のマオリ劇作家や南

太平洋諸国出身の劇作家たちが新しい作品を書きつつある。単本として出版されないマイ

ナーな戯曲も含めて、上演の翌年には Playmarkctとよばれる出版社から製本されない仮綴

の位稿として、スクリプトが出版されるので、正式な出版物としてではなくともサーキュ

レイトする可能性は、むしろ長編小説などよりも開かれている。

マオリ作家としては、小説で有名な第一枇代の作家ウィティ・ィヒマエラ (WitiIhimacra) 

が、ギズボーン近郊にある故郷の村ワイトゥヒを舞台にしたマオリ語と英語で内鼻かれたオ

ペラ Waituhi:]he L!fe of the Villageを製作し、 1984年ウェリントンでL:演するほか、戯1U1

Woman Far Walking 1を執筆し、 2004年にパラオで開催された第9回 PacificArts Festivalで

好評を博した。サモア人作家アルバート・ウェンツも、戯曲 TheSongmaker~-Chair (2004) 2を

執筆している。詩人、小説家、舞台俳偽、圃家、ミュージシャンでもあるアピラナ・テイ

ラー (ApiranaTaylor)は、マオリ語トータル・イマージョン教育を行う幼稚園コーハンガ・

レオをめぐる議論を交わしたKohanga(1995年初演） 3をはじめ、数編の戯曲を淋いており、

その中には、 NgaManu Roreka (2006年初演）のように TakiRua Productionsによる TcRco 

Maori Season 0)上演作品としてマオリのf供たちのために淋かれたマオリ語のパフォーマ

ンスもある。このようにニュージーランドにおける先住民gl語教育に、演劇も一役買って

いるのであるが、しかし、短編小説や児咽向け絵本はマオリ語で出版されるものがあって

事も、演劇は、コーハンガ・レオやクラ・カウパパ・マオリを巡回する TakiRua Productions 

1 Witi Ihimaera. Hb111a11 Far Ha/king (Wellington: Huia Publishers. 2000). 
2 Albert Wendt. l'lze Songmake,、 :~Chair(Wellington: Huia Publishers. 200.t). 
'Apirana Taylor. Kohanga (Wellington: Playmarket. 1995). 
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のTeReo Maori Touいの学校向けのパフォーマンスを別にして、コマーシャルな劇場で上演

されるものとしては、マオリ語のみで書かれたものは少ない。会話の一部や歌の歌詞がマ

オリ語である場合も、戯曲のベースとなる言語は基本的に英語である。その点、 2007年に

オークランド ハミルトン、ウェリントンを巡回した TeAo Marama Tapmのプロダクンヨ

ンによる Maui:One Man Against the Gods 5は、劇中言語の 95%がマオリ語であるという点

で例外的である。カパ・ハカ（マオリの伝統的な踊り）、モダン・ダンスとブロードウェイ・

ミュージカル的腕律の混交した視覚芸術的な要素のつよいミュージカル・パフォーマンス

であるこの作品は、人々によく知られたマオリ神話に韮づく話であり、ほとんどのせりふ

と歌の歌詞はマオリ語で、英語はナレーター役の登場人物（主人公 Mauiの育ての親）によ

って、補助的に使われるにすぎない。

第二l仕代のじな料手マオリ劇作家としては、ホネ・コウカ (HoneKouka)、ブライアー・

グレイス＝スミス (BriarGrace-Smith)、アルバート・ベルツ (AlbertBelz)などがあげられ

る。マオリの作家によって書かれた戯曲の中にも、英語とマオリ語以外のオセアニア註語

が使用されることがある。たとえば、ホネ・コウカのHomeFire (]997) 6では、姉妹が歌う

マオリの歌はマオリ語とサモア語で歌われる。南太平洋諸国、とくにサモア出身の作家た

ちの作品も、現代ニュージーランド演劇において爪要な位骰を占める。そのほか、南島の

鉱山で働くためにニュージーランドにやってきた中国系移民についての戯曲、ニュージ一

ランドのインド人移民についての芝居なども上演されている。

2. ニュージーランドの南太平洋諸島移民――"Whata crasy country!"―― 

ニュージーランド、サモア、フィジー、ハワイの各大学などで教鞭をとってきたサモア

人作家アルバート・ウェンツは、南太平汗諸国出身の作家の中でも知名度が高い作家のひ

とりである。 2003年 9月、オークランド・シアター・カンパニーによって初演され、第 1

回オークランド国際フェステイバルを飾った ]heSongmaker :s Chair (2004)は、 1950年代に

ニュージーランドに移民したサモア人家族の物語である。初期の自伝的小説Sons.forReturn 

Home (1973)のテーマを引き継ぎながら新機軸を示している。サモア語の創世神話で幕をあ

け、サモア語の歌で終わるこの戯曲は、これまでのウェンツの小説とは比較にならないほ

ど多くのサモア語の会話や歌を含む。このチャレンジングな芝居が、南太平祥諸国からの

移民を多く抱えるオークランドでヒットを得たことは想像に難くない。

戯曲の中心となるテーマは、 •fusion' である。 40 年余の移民生活をふりかえる Peseola (生

き続ける歌）という名の老人と妻 Malaga、サモア生まれの長男と白人ニュージーランド人

の妻、サモア'tまれの長女とマオリの夫、ニュージーランド生まれで作家の次男、ニュー

Taki Rua ProductionsのTeReo Maori Tourは、 1995年に始まったもので、おもに 4~12歳のf
供が対象となってしヽ る。 http://¥¥ww. takinia. co. n7Jte-reo-maori-tour-tc-kumara-reka/を参照。

'Tc Ao Marama Tapui Ltdから DVD/CD-Rが市販されている。

6 Hone Kouka. I !o111e Fire (Wellington: Playmarket. 1997). 
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ジーランド生まれの反抗児的な末娘、マオリと白人とサモア人の血をひく孫たち、数年ぶ

りに集ったこれらの家族が、それぞれのコンプレックスや憎しみや愛情をぶつけ合う。死

を告げる祖先の神の化身 Lulu(簗）を怖れていた Peseolaは、やがてその異教の神を受け人

れ、長男に椅f-(songmaker・schair)と称号を譲って死出の旅にでる。 Peseolaの杓い孫姉弟が

ラップで家族 (aiga)の歴史を語る場面からは、舞台にのせたときの興奮が伝わってくる。

ニュージーランドの（とくにマオリの）若い世代のカウンター・カルチャーの粋であるラ

ップにのせて歌われる歌には、新しい国を故郷 (home) として強かに生きる南太平詳移民

のパワーが感じられる。 7

ウェンツ TheSongmaker s Chairが、まじめな家族劇であるのに対して、オスカー・ナイト
リー (OscarKightley)とサイモン・スモール (SimonSmall)共作の Freshqf(the Boat (1993 

年初演） 8は、どたばた喜劇的なユーモアと笑いにあふれる悲喜劇である。ニュージーラン

ド生まれのー：人の娘をもつ病院勤めのサモア人女性 Eli7.abethと職場の阿僚でボーイフレ

ンドであるヨーロッパ系ニュージーランド人の Menynは、サモアからニュージーランドに

移住してきた Charles(Elizabethの弟）を家に迎え入れる。はでなアロハシャツを着てレイ

を首にかけ、いっぱい荷物をさげて空港に現れる Charlesは、いわゆる ・areal fob・(l 2)、

・frcshy・(13)とよばれる典型的なおのぼりさんである。市場でサモア出身の男から Elizabeth

への手上産にもらった活けの蛸をさげてバスに乗ろうとした Charlesは、 0面noanimal on the 

bus:・(43)と断られて、「サモアでは豚でも鶏でもバスに連れて乗れるのに、なんてべんt
こな国だ！」 (--whata crasy count!)-!" 44) <>といきまく。娘たちにサモア語は切教えず、ニ

ュージーランドで中産階級的な生活を逹成しようとする Elizabethは、英語を満足に話せな

い弟をニュージーランドの生活に適合させるべくしつけようとするが、年ドで屈候である

にもかかわらず、サモアの古い家父長的な道徳概念から、結婚せずに男と同棲している姉

の私生括を批判し、「家」をしきろうとする CharlesとElizabethの間には評いがたえない。

姉の口利きでせっかく得た工場の仕事も飲んだくれて遅刻がちなため首になってしまう

Charlesは、 Elizabeth、Mcnynと大昭嘩をして家を出て行く。一方、母親のいいつけにそむ

いて、就職活動もせずにバンドの錬習をしている次女 faotiaは、このどうしようもない叔

父UncleCharlesになっいており、サモア語を熱心に教えてもらっている。バス停でひとり

膝を抱えてぽつんと座っている迷子の Charlesの姿がラストシーンのこの戯曲は、これから

この家族がどうなっていくのかオープン・エンディングなままに幕を閉じる。

1969年にサモアの首都アピアに生まれ、 4歳のときにニュージーランドに移住したオス

カー・ナイトリーは、 FreshOff.the Boatのほか、ニュージーランドのサモア人を登場人物と

するいくつかの芝屈を 1990年代に書いている。中でも典行上の成功を収めたのは、デイヴ・

ウェンツの TheSongmaker :~Chair に関するこの議論は、拙論「ラップで語る移民の物語」（『英
語青年』 150巻 1号、 200G,p. IG.)に店づく。

8 Oscar Kighllcy & Simon Small. Fresh 011・11ze Boat (Wellington: The Play Press. 2005). 

，サモア語の発音の影響で·er叱yの有声音がなまって無声音 (era~・）になっている。
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アームストロング (DaYeArmstrong) と共作の戯曲NiuSila 10 (表題はサモア語でニュージ

ーランドの餘）である。 2004年ウェリントンでの初演で ChapmanTripp Teatre Awardsを受賞

し、 2005年にオークランドと再びウェリントンで、 2007年にクライストチャーチで上演さ

れ、さらに同年イギリスのケンブリッジで開催された PacifikaSt),Jes Festivalでも上演された。

この戯曲は 1970年代のオークランドに移住してきた 6歳のサモア人移民の少年 Joaneと隣

家の白人のニュージーランド人少年 Peterとの 30年間に渡る友情を描いている。

2005年の AucklandFestivalで上演された Vulaは、前年の PacificArts Festirnlでも好評を博

し、現代ニュージーランド演劇の中に南太平洋文化の要素を位置づける舞台のひとつとな

っている。フィジー系ニュージーランド人のディレクターNinaNawalowaloとニュージーラ

ンド人の作曲家によるこの戯曲は、ほとんどせりふがなく、音楽と歌と踊り（パントマイ

ム）による視覚芸術的なパフォーマンスである。南太平洋のどこかの島の水辺を想定した

舞台面に波打つ水の中で、女性たちが魚を捕まえたり、戯れたり、歌いながら踊るその

所作の中に小さな日常のドラマが表現される。水の波紋と飛び散るしぶきが暗い舞台を照

らす照明によってクローズアップされる。夢幻劇を見ているかのような不思議な空間をつ

くりだしていた。この超言語的視聴覚芸術のパフォーマンスは、フィジー語などの南太平

汗諸語を知らない観衆に言語を超えて舞台体験を共有させる方法を見出している。Vulaは、

2006年にシドニーで、 2008年にはロンドンの Barbican(The Pit)でK演されている。

3. ウィティ・ィヒマエラの歴史劇

マオリ作家による戯曲で、最も歴史的な直厚性のある作品のひとつは、ウィティ・ィヒ

マエラの肌manFar Walking (2000年初演）である。ホネ・コウカのNgaTangata Joa 11、Home

Fire、171eProphet 12やブライアー・グレイス＝スミスの Purapurawhefl713、Wl1enSun and Moon 

Colhde 14などが、ある個人の死をめぐる復響と和解といった家族劇であるのに対して、イ

ヒマエラのこの戯曲は、マオリが辿った歴史を提ポしている点で爪要である。 1840年 2月

6 U、ニュージーランドの植民地化を意図するイギリスがマオリの首長たちとワイタンギ条

約を結んだまさにその日に生まれたマオリ女性 TiriMahana (Tiriti o Waitangi Mahana)が 160

歳の誕'LHに自らが歩んだ遠い道のりをふりかえる。舞台上で 160歳の Tiriと彼女に息い出

したくない過去を思い出させる分身 Tilly(30歳代半ばのマオリ女性）が、絡み合いながら、

およそ Itu: 紀半の歴史を駆け抜ける。マオリの預言者 TeKootiの一団と白人たちとの戦闘

(1868年）、 1918年のインフルエンザ大流行、フランスによる南太平汗での核実験、 1981

10 Daye Annstrong & Oscar Kightley. Niu Si/a (Wellington: Plavmarket. 200-1-). 演習間題つきの学校用

教科内版も出版されている (Albany:Thoms011/ New House. Nelson Price Milbnun Ltd .. 2007)。

11 Hone Kouka. Nga Tangata foa⑱ ellington: Victoria University Press. 199-1-). 

12 Hone Kouka. 71ie Prophet (Wellington: Huia Publishers. 2006). 

13 Briar Grace-Smith. Purapurawhe/17 (Wellington: Huia Publishers. 1999). 

1・1 Briar Grace-Smith. 1「henSun and A/0011 Collide (Wellington: Huia Publishers. 2007). 
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年の SpringbokTourの抗議！＇の乱闘場面が、同年、ほぼ同時期のダイアナ妃とチャールズ

麿太子の婚礼セレモニーでマオリ歌手キリ・テ・カナワが歌ったヘンデルのアリア ・LetThe 

Bright Seraphim・ をバックに繰り広げられる。現在に近づくにつれて老いた Tiriの脳裏で、

過去の戦闘と現｛［の場面が重なる。 Tiriのお気にいりの末裔である少女Jessicaが、息をひき

とる 160歳の Tiriとの別離の悲しみから立ちKがり、 Tiriから教わった女性のハカ（戦闘の

踊り）を踊りはじめるところで戯曲は幕を閉じる。

4. 若手マオリ作家の戯曲.(ホネ・コウカとプライアー・グレイス＝スミス）

ホネ・コウカはMauriTit (I 991年初演） 16、NgaTangata Toa (1994年初演）をはじめ、 11

の戯曲を執箪している。 Waiora(1996年初演） 17、HomeFire (1997年初演）、 TheProphet 

(2004年初演）は、いずれも故郷の村を出た登場人物たちのなんらかの帰還をめぐる物語

である。 Waioraは、 1996年の国際芸術祭で、イギリスのブライトンでも1:演された。 Waiora

は南島の都市に移住したマオリの家族が思春期の少女 Rongoの自殺未遂をきっかけに故郷

ワイオラに戻る決餘をするという物語I8、HomeFireは、故郷の村に残った姉 Emareのもと

に妹 Tiaが帰還し、長女 Ahiの死をめぐって二人の姉妹が和解をする話である。 Emareが 12

歳、 Tiaが9歳のとき、長女 Ahiが恋人との逢引に使っていたカヌーを屈親の指図で隠した

Emareは、対岸へ泳いで渡ろうとした姉 Ahiをはからずも溺死させてしまう。 Emareがカヌ

ーを隠すのを目撃した Tiaは、 Emareが嫉妬のためにとった行動と思い、 Ahiを死なせた姉

を許せない。故郷を去ったのち、長年の年月を経て帰還した Tiaは、母親と Emareが自責の

念から自らの身体を傷つけていたことを知り、病気で息をひきとる間際の Emareと和解す

る。表題の HomeFireはEmareが亡くなった長女のためにたくかがり火である。 Waioraが

マオリ人口の都市化と白人社会への同化のひずみといった社会的な間題を扱っているのに

対して、 Home!うreはより普遍的な家族の死をめぐる贖罪の物語である。 •方、最新作の 771e

Prophetは、現代のマオリの若者たちの等身大の姿を描写している。 171eProphetは、戯1H1

Waioraの表題にもなった北島東悔岸の架空の村ワイオラが舞台である。一年前に亡くなっ

た([']殺した）いとこ Joshuaの忌明けの儀式（媒石の覆いをとるhurakohatuという儀式）

のために町からワイオラに帰郷した theDilworth ,vh函auのオ『者たちと Joshuaのl吐親 Kayを

登場人物とする。 RadioNgati Tmrntaという部族のコミュニティ・ラジオの DJNgutuの声が

戯曲のナレーター代わりに、物語の進行を語る役割を果たしているのが1f1i白い。

劇作家、短編小説作家、女優でもあるブライアー・グレイス＝スミスは、処女作 NgaPou 

1,(1人選手だけによって構成された南アフリカ共和国のラグビーチーム SprinYokのニュージ一
ランド巡[ri]試合に対してマオリが大規椋なデモ運動を行い、警棒とヘルメットで武装した警察隊
と衝突して、多数の負似者が出た事件。
16 Hone Kouka. ,¥Jauri Tu (Wellington: Aoraki Press. I 992). 

「 HoneKouka. Tfaiora (Wellington: Huia Publishers. 1997). 

18 Tfaiora については拙論「ニュージーランドにおける先住民文化と医療—Hauora Maori——」
『ホストコロニアル・フォーメーションズ II 』（大阪大学大学院 r~-語文化研究科、 2007) pp.17-30 
で詳しく論じている。
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Wahine (1995年初演） 19をはじめ、 Waitapu(1996年初演） 20、Purapurawhetz7(1997年初演）、

Haruru Mai (2000年初演）、 WhenSun and Moon Collide (2000年初演）、 Potik咋 Memoryof Stone 

(2003年初演）など 9作の戯曲と映画 TheStrength <?f Waterのスクリプトを書いている。
Waitapuは、カナダの先住民演劇グループである TheNative Earth Performing Artsのプロデュ

ースで、 HeAra Hou Maori Theatre Companyというマオリ劇団の団員をキャストとしてトロ

ントで上演されてもいる。この戯曲のテーマは、部族の先祖の歴史の回想・回復である。

部族の先祖TeMana Kahaが兄の Rongopaiを殺めてランガティラ（部族の長）になったとい

う人々に忘れ去られた過去の歴史を、故郷の村 Waitapuに帰った彫刻家の Matiuは、亡くな

った祖父の虚と語らいながら、記樟からよみがえらせる。 Matiuは Rongopaiの像を彫って

Te Mana Kahaの像とともに集会場の建物に据えることによって、 TeMana Kahaの犯した罪

をあがない、妻 Jakiの身にふりかかった先祖の呪謁（息子 Rongopaiを殺された母親 HineTe 

Avv-hiowhioの呪い）をとく。 Waitapuには、伝統的なマオリの慣習を守るべきかという議論

やマオリの先祖の伝説に関係する超自然的な要素などが絡んでいる。

Purapurawhetz, もまた、地方のマオリの共同体をめぐる話である。マラエの新しい集会所

の壁を飾る装飾パネルをつくるマオリの青年 Tyler、町から来たばかりでマオリ語も織物の

技術もわからず仲間にいれてもらえないマオリの少女 Ramari、征日悔辺に貝を探しにいく

といっては溺死した我が子の追体をさがし続けている老緑した老人 KoroHohepa、土地の相

続がねらいで故郷に戻ってきた腹黒い息子 Matawera、赤ん坊を Mataweraに悔に沈めて殺さ

れたのち、マラエに火を放って夫 Hohepaのもとを去った Kui(Aggie Rose) らが再会し、

亡くなった赤ん坊を Awatea(「夜明け」の意）と名づけてその魂を鎖め、 Hohepaの土地を

義 f (で孤児）の Tylerにゆずる。昔、 HohepaとKui(Aggie Rose)がそうしたように、 Tyler

と Ramariの二人が新しい装飾パネルのパターン 'purapurawhe面（「あまたの星」の意）を

完成するところで戯曲は幕を閉じる。 1997年の BestNew Zealand Playに選ばれたこの戯曲

は、アイルランド、オーストラリア、カナダ、ギリシャでも上演されている。

それに対して、グレイス＝スミスの WhenSun and Moon Collide (2000年初演）は、月が人

廿IJのライフ・サイクルに大きな影孵を与えると伯じる Declanが祖父から教わったマオリの
陰暦カレンダーのメモをしよっちゅう参照するのをのぞいては、あまり劇中にマオリ的要

索はない。ある田舎町のティー・ルームを経営する Isaacのもとにやってくる客と友人たち

(Jfij務所から出てきたマオリの Declan、婦人警官の Travis、拒食症の芳い女性 Francie) の

間で、ある殺人事件と Francieの兄 Vic(本当は兄ではなく Francieのもとの恋人である）に

よる虐待の貞相が明らかになり、無実の罪をかぶせられた Declanの容疑が睛れるという物

語である。ブライアー・グレイス＝スミスの従来の作品とは毛色の違ったサスペンス劇であ

るが、片田舎での殺人事件というあまり現実味のない物語（戯曲のタイトルはその現実味

のなさを意図しているのかもしれないが）である。

19 Briar Grace-Smith. Nga Pou Wahine (Wellington: Huia Publishers、1997).

：： 0 Briar Grace-Smith. TTaitapu (Wellington: Playmarket 1996). 
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5. マオリタンガ（マオリらしさ）からコスモポリタンヘ

これまで紹介したホネ・コウカやブライアー・グレイス＝スミスの初期の作品がそうであ

るように、 1990年代のマオリの戯曲はしばしばマオリタンガ（註語を含むマオリのアイデ

ンテイティ、マオリらしさ）の保持といった社会的テーマを扱っていた。しかし、これら

の店い作家たちによる最近の戯曲には、マオリタンガのテーマから離れる傾向がある。ホ

ネ・コウカの乃eProphetに登場するマオリの若者たちは、マオリであることについで悩みは

しない。また、グレイス＝スミスの WhenSun and Moon Collideは、マオリのアイデンテイテ

ィや社会問題とは無関係な単なるサスペンス劇である。

切れのよい文章と構成の緻密さ、犯罪、同性愛、統合失調症といったテーマで異彩を放

つオ『手マオリ劇作家アルバート・ベルツ (AlbertBelz) は、コウカやグレイス＝スミスより

もあとに演劇界に登場した作家であるが、このベルツの作品にも、マオリタンガからコス

モホリタンヘというテーマの移行がみられる。 2001年初演の 7eMaunga 21をもってプロの

劇作家としての活動を開始したベルツは、 AwhiTapu (2003年初演） 22、fours1加か (2006

年初演） 2:1、7eKarakia (2008年初演）、 Whem:¥・New Net (2008年初演） 2.¥のほか、ィヒマエ

ラの映画のスクリプトも翡いている。ベルツの最初の戯曲 leMaungaは、マオリの父親とパ

ケハのドJ:親の間に生まれた二．人の兄弟の物語であり、まさにマオリのアイデンテイティの

間題を扱うものである。 Johnが 9歳、 Piripiが 7歳のとき母親は Johnをつれて火のもとを

lいた。それ以来、都市の白人社会で成人した Johnと、故郷に残り彫刻家となった Piripi

は、ー：つの別の世界で生きる。Piripiは周親に見捨てられたという偽をいまだに負っている。

およそ 20年後、 Johnは父親の死を知らせるため Piripiに再会する。次の引用は PiripiがJohn

に、自分たちは 3本の足をもって生まれた奇形児のようなもので、おまえはl吐親について

父親のもとをムったとき、マオリの足を切り落としたのだという場面である。

Piripi―Always fascinated me how well you'ye managed to walk on your pakeha leg. 
John-Me'? 

Pipiri—You. 

John—Pakeha leg'1 

Piripi—The two of us. We grew up with tlirce legs. 

John-Ve!)・modest of you. 

Piripi—Tlirec worlds bro. Our maori leg, our pakeha leg, and our sometlling in between leg, hanging 

there impotently. 

John—She did ..... what she did. 

21 Albert Belz. Te A!aunga (Wellington: Playmarket. 1999). 
cc 
Albert Belz .. hl'hi Tapu (Wellington: The Play Press. 2006). 
23 Albert Belz. fours li-11/y (Wellington: Playmarket. 2005). 
21 Albert Belz. Tilzero ¥-.¥'e11・.¥'et (Wellington: Playmarket. 2008). 
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Piripi—She didn・t have too. [sic.] 

Jolm-Well she did. 

小杉世

Piripi―And ever since. you just severed your maori leg. 
John―wasn・t much use for it in Mama・s ,,.・orld. 
Piripi—寧world.

Jolm-Maybe it was better thru1 trying to sh1mble upon it like a leper. 

Piripi-Maybe that"s it. Maybe the ma~ri leg just fell off. (Act 1 Scene 4) 

日に300頭の羊を刈るら・agun sharer .. (22)とかつてよばれた父親は、落馬事故で背中を傷め、

洒に酔っては妻に暴力をふるった。そんな父親が痛む背中に無理をして、一度、 JohnとPiripi

をヒクランギLL!の頂上につれていって一緒に日の出を仰いだことがあった。父親の葬儀に

向かう Johnとその妻、 Piripiの3人は再びヒクランギ山の山頂に登り、 2000年元旦の夜明

けを迎える。 Johnのアイルランド系イギリス人の妻Lizは、薬物中毒で親権を失った経験が

あり、今も幼い息子を引き取ることを許されない。この Lizが媒体となって、 JohnとPiripi

の和解が、またこの兄弟と両親との精神的な和解が成し遂げられる。

方、ベルツの Yoursl'rulyとWheros New Netは、ロンドンが舞台である。加rsTrulyは、

ベルツの戯 1!11 の中で唯•ニュージーランドともマオリとも関係のないサスペンス劇である。

キャムデン・タウンの娼婦のー連の絵で知られ、ヴァージニア・ウルフなどのモダニズム

作家の後期のリアリズム小説にも影響を与えたといわれるヴィクトリア朝の両家ウォルタ

ー・シカート (WalterSickert) らをじ人公とするこの戯曲は、 5人の娼婦が連続殺害された

いわゆる「切り裂きジャック事件」に関する多数の説の中で、王室共謀説として•時流布

した話を卜敷きに、独自の登場人物のキャラクターを創造して書き換えたものである。+.

室共謀説とは、切り裂きジャック事件は、ヴィクトリア女王の孫であるクラレンス公 (the

Duku of Clarence and AYondalc) アルバート・ヴィクター（ベルツの劇中では AlbertEdward 

Victor)が起こした女性関係の不始末を片付けるためにヴィクトリア女T.がこE室のお抱え外

科医でフリーメーソン会員のSirWilliam Gullに命じてrI封じをしたものであるという説で、

圃家のウォルター・シカートもかかわっていたとされた。最後の犠牲者となった Mar:-,-・Kelly

（ベルツの劇中では MarieKelly)が頻も容姿もわからないほど切り裂かれていたという、点

をうまく利川して、ベルツは話を少し変形させ、殺されたのは身代わりの女性であったこ

とにしている。また、梅毒が原因の脳軟化症とも同性愛者とも噂されたクラレンス公 (Eddy)

は、街の第f屋で働く美しい娘 AnnieCrookを前にしてどもる純情な青年としてベルツの戯

曲の最初の場面では描かれている。 Gull医師たちによって、 Annieは麻酔をかけて頭部を切

開され、左脳を切除して、「狂人」として病院に監禁される。劇中で Gullが［りミ学牛に行う講

義（前頭薬の捐傷と［メl暴犯罪の関係について）には、 20ltt紀の前頭葉切除手術（ロボトミ

ー）などをめぐる精神外科の議論との類似性が見られ、時代錯誤的ながら、この戯曲に—

種の現代性をもたらしている。

-38-



現代ニュージーランド演劇をめぐって

SickertがGullに教わったゲーム（より強いものの名をあげていくゲーム）で Marieをう

ち負かそうとするとき、そのニヒリスティックなデッド・エンドの問答を見事に切り抜け

るMarieは、この戯曲の中で唯一救いの光を感じさせる人物である。結局のところ、 Marie

は繰り返される殺戟劇から逃れることになる。

Sickcrt: I am a fly with a thousand eyes ... defeat me. 

Marie: I'm ... a mantis, I slice you in hvo. 

Sickert: I am the boy that squashes your bug. 

Marie: 「mthe father who beats the child. 

Sickert: I'm the king who lops off his head. 

Marie: I am God to whom the King ansYvcrs. 

Sickert: The devil who defies your God. 

Marie: I am faith. 

Sickert: Desire. 

Marie: I am love. 

Sickcrt: I am doubt 

Maire: l am conviction. 

Sickcrt: I am the end of time. the pitch black nothingness. 

Marie: I am ... I am .... I am the first thought ... the resurrection ... light ... I am hope. 

Pause ... Surprised, Sicker! is unable to continue. (Act 2 Scene 24) 

Sickertは愛人 MarieKellyを彼女の同性愛の友人 MariaHan・eyを身代わりの犠牲にすること

でフランスに逃れさせる。

このサスペンス劇をニュージーランド・マオリの作家が書くとき、この筋立てはイギリ

ス人作家が書く場合とちがった意味をもってくる。つまり、それは大英帝国の残酷さを物

語る劇となるのであり、殺害され切り裂かれて放憤される売春婦の遺体は、帝国によって

搾取された植民地の姿でもある。 Marieが逃れたのは、支配者と被支配者の間で繰り返され

る帝国の殺絨劇である。

イギリスの劇作家バーナード・ポメランス (BernardPomerance)の戯曲 TheElephant Man 

(1977初演） 25の外科医Treヽesは、ヴィクトリア朝の「正常性」の規範に則するように人々

を「刈り込み、刈り入れ、枝を切り取り」(..pruned. cropped, pollarded ..)思考できなくさせて

しまう(..stupefied ..)「帝国の優秀な庭師」 (""anawfully good gardener・｀）として働いてきたそ

の所業を患者 Merickに貞められるとき、「それではまるで私が切り裂きジャックのようでは

25 Bernard Pomerance. The Elephant Man (New York: Grove Press. 1979). この戯曲の詳しい議論は

拙論「反復の力学」『言業と反復』（大阪大学大学院言語文化研究科、 2002)pp.2G-:3G参照。
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ないか」 (--Asyou put it. Make me sound like Jack the、Jackthe Ripper:'第 16場）というが、「帝

国の艇秀な庭師」である Treyes医師と、社会的弱者である売春婦の身体を切り裂くジャッ

クの所業は、本質的に変わらないことを示唆している。つまり、切り裂きジャックは、帝

国の暴力のメタファーなのである。

ベルツの最新作 WJ1eros New Netは、ロンドン在住のマオリが登場人物である。ホネ・コ

ウカの Waioraが、故郷の共同体から離れて都市で生活するマオリのニュージーランド国内

におけるディアスポラ状況描いていたのに対して、ベルツはメトロポリタン・ロンドンに

おけるマオリを閉塞した状況の中で描いている。この戯曲は、統合失調症のマオリの男女

の物語だが、そのことは最初から明らかにはわからない。戯曲の幕開けに、舞台でボーカ

ルを歌う女性歌手 Redとギターを伴奏するパートナーの女性Whero(マオリ語で「赤」）が、

分身li;Jtであることは、その名前からも、 Redが歌う歌の内容（ある友達についての歌）か

らも見当がフくが、 Wheroのマネージャーで友人でもある Dermotとその男友逹 Tupoもま

た同一人物の分身であるらしいことは、戯曲の終り近くになって明らかになる。ある日、

ニュージーランドのギズボーンから来た PeteraMahanaと名のる青年がWhcroを訪ねてくる。

PeteraはWheroの異RJ:兄であることを告げ、父親の日記を Wheroに渡す。 Pctcraは Redを

ロンドンに残して、 Wheroをニュージーランドに連れ帰ろうとするが、 Whcroはかたくなに

拒む。日記に記された父親 Kotareと (Peteraの）［れ親 Anaheraの物語が、舞台で隊lj中劇のよ

うに展開される。Kotareは会社を欠勤しては、下の階の部屋に住む 5人の若者たちを訪ねて、

そのようすを Anaheraに話すが、下の階には誰も住んでいない。 Kotareの幻覚はひどくなり

狂氣に陥っていく。この戯曲はその表題が示すように、ウィティ・ィヒマエラの初期の短

編集 1heNew Net Goes加 hing(1977) 26の中の--ToeKids Downstairs .. などいくつかの短編

小説を卜敷きにしたものであるが、舞台で劇中劇として展開される狂気の父親 Kotareの物

語は、実はu;tcではなく、 Whcroがィヒマエラの短編小説集を空想で書き換えた物語である
ことが最後にわかる。 Dermotは統合失調症の Wheroの特殊な才能を生かそうと薬を飲むの

をやめさせたため、幻覚がひどくなったのだ。 DermotはWhcroに再び薬を飲ませようとす

るが、結局 WheroはRedと別れることはできず、分身の Redを連れたまま、 Dermot(とそ

の分身の Tupo) と一緒にニュージーランドに飛び立つところで幕を閉じる。 ：組の阿性の

分身たちの関係には、 Yours1rulyにも少し出てくる伺性愛のテーマも爪ねられている。

6. おわりに

おもに先住民マオリ作家と南太平汗出身の作家による現代ニュージーランド演劇の諸相

を概観し、紹介したが、本稿は、今後、異なる機会に詳しく論じるための見取り図を示す

研究ノート ({iii]忘録）にすぎない。オーストラリアのアボリジニーの演劇、アジア系作家

の演劇、そのほか南太平祥諸国の演劇との関連の中で、さらに別の機会に個々の作品を詳

しく論じたい。

26 Witi lhimaera. The .Vew .Vet Goes 1うshing(Auckland: Heinemann. 1977). 
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